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降雪後の航空機モニタリングでは積雪層によりガンマ線が減弱されるため、既存の手法だけでは正確な測

定値の解析が行えない。放射性物質沈着後の積雪層によるガンマ線減衰を考慮した空間線量率等の換算を

より正確に行うため、本研究では、積雪深に応じたガンマ線の減衰量の調査を実施した。 
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1. 緒言 

福島第一原子力発電所事故以降、環境中に放出された放射性物質の沈着量や空間線量率を広域かつ迅速

に取得する手段として、航空機モニタリングが実施されている[1]。時期によっては積雪した地域を飛行し

なければならない場合もあるため、積雪条件下では、ガンマ線が積雪層による減衰を考慮した正確な測定

手法が必要となる。そこで、本研究では、将来的に積雪による減衰の補正を実施するための基礎調査とし

て、積雪前後の空間線量率を比較することによって、積雪量に応じたガンマ線減衰率の調査を行った。 

 

2. 方法 

 本研究では、積雪前後に航空レーザー測量および 3D オルソ解析を実施し、それぞれの時期の数値標高デ

ータの差分から積雪深を求めた。ガンマ線量は航空機モニタリングによって測定した。航空機モニタリン

グでは、ヘリコプター内に検出器システム搭載し、対地高度 300m を維持しながら 600m 間隔の櫛状測線上

を飛行した。1 秒ごとにガンマ線のエネルギースペクトルを取得し、自然放射線等のバックグラウンドを差

し引いた係数率から地上 1m の空間線量率や表面汚染密度に変換している。また、地上の 52 地点において

地上測定を行い、空間線量率、積雪深と積雪密度を取得し、航空機による各値の測定結果と比較を行った。

空間線量率は NaI サーベイメータを用い、積雪深と積雪密度は積雪のサンプリング結果から求めた。 

 

3. 結果 

積雪前後の空間線量率（D1:積雪前、D2:積雪後）

の比と積雪深との関係を図１に示す。積雪深 0～

40cm までは積雪深の増加に伴い空間線量率比が

減少しているが、それ以降では 0.6 付近で一定と

なった。本結果を基に、積雪時における航空機モ

ニタリングの補正方法の検討を進める。 
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図 1 積雪深と空間線量率比の関係 
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